
2004年 (平成16年)4月 1日 発行 (1)

177 第 30号      発行 社団法人日本溶接協会神奈川県支部

神奈川と溶接
〒2100001川 崎市川崎区本町2-H-19

TEL 044-233-8367
FAX 044-246-5265

写真は、神奈1県代表選手左から山 卜さん 森下さん、優勝した鈴木さん 栗原さん

平成15年度 (第49回 )全国溶接技術競技会

半自動溶接の部で神奈川県代表

鈴木淳一さん優勝

溶接技量日本一を競う平成15年度 (第49回 )全国溶接技術競技会 九州地区支部長崎大会は、長崎
県佐世保市に於いて平成15年 10月 25日 (土 )開会式 アルカス佐世保、26日 (H)競技会 長崎県立佐
世保高等技術専門校で2日 間に亘り開催されました。

参加選手は被覆アーク溶接の部56名、半自動溶接の部56名合計112名の選手が全国都道府県代表と

して栄えある日本一を目指して熱戦を展開しました。

神奈川県代表の4選手は半自動溶接の部で三菱重工業仰横浜製作所の鈴木淳一さんが優勝されたの

をはじめ以下のような好成績を収めることが出来ました。

神奈川県代表として大変な努力をされこの様な成績結果を得られたことは大変素晴らしいことと思

います。このことは選手本人の努力はもちろんのこと、選手を送り出された会社 関係者の尽力は並

々ならぬものがあったものと思われます。何はともあれ優勝おめでとうございます。

各部の 1位選手の氏名と得点は下記のとおりです。

被覆アーク溶接の部 広 島県代表  マ ツダい 吉 山 昌広  795点
半 自動 溶 接 の 部 三菱重工業い横浜製作所 鈴木  淳 - 791点
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被覆アーク溶接の部

山上 浩司 4位 (優秀賞)
三菱電機仰鎌倉製作所

森下 大十
爛東芝 京浜事業所
半自動溶接の部

鈴木 淳- 1位 (優勝 )
三菱重工業帥横浜製作所

栗原 大樹 5位 (優秀賞)
三菱重工業仰横浜製作所
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平成15年度 (第49回 )全国溶接技術競技会入賞者一覧

(炭酸ガスアーク溶接の部)(被覆アーク溶接の部)
1入賞区分 都融 氏 名 醐

最優秀賞 広 島 県 吉 山 昌 宏 マツダlTI

特別優秀賞 福 岡 県 高橋  英文 エムイーシーテクノ巾
優 秀 賞 福 岡 県 岩丸 敦士 エムイーシーテクノ‖カ

神奈川県 [L下 〓
ロ
生
日 三菱電気Ⅲ 鎌倉製作所

大 阪 府 井田 猛士 岬工業い
愛 知 県 坂 本 和 隆 lll豊 田自動織機 高浜工場

茨 城 県 熊本 伸和 憫日立製作所 日立事業所
鹿児島県 山崎 辰 巳 九州旅客鉄道巾鹿児島総合車両所
長 崎 県 菅 原 政 彦 三菱重工業い 長崎造船所

兵 庫 県 鈴池  ‖又 ティーエム ティーアンドテデイー1枷
大 分 県 工 藤 純 二 太平工業巾 大分支店

優 良 賞 呑 ||| 県 竹原  博 エムイーシーテクノll四国センター

長 崎 県 松尾 貴文 三菱重工業llll長崎造船所
愛 知 県 足 立 一 幸 い豊田自動織機 高浜工場

岡 山 県 湯 浅 和 正 m高 田工業所 水島事業所

佐 賀 県 林 田 康 邦 特゙ミ /タ

徳 島 県 長尾 雅 史 同長尾鉄工
,中 縄 県 安次富 実 比嘉工業中
東京第一 林  和幸 エムイーシーテクノ中屁島センター

秋 田 県 中 田 培 広 m東北機械製作所
北 海 道 _L田    糸中 llll協和プラント

技術専門校の学生が溶接の練習に使用した鋼材をくみ_Lげて

作った恐竜の前で.

入賞区分 都道府県 氏 名 所 属

最優秀賞 神奈川県 鈴 木 年 一 三菱重工業い 横浜製作所

特別優秀賞 新 潟 県 宮下   博 三菱マテリアルテクノⅢ長岡製作所
広 島 県 反田  毅 マツダ|い

優 秀 賞 北 海 道 今井 清博 巾協和プラント
神奈川県 栗原 大樹 三菱重工業m横 浜製作所
兵 庫 県 4ヽカロ部 幸司 三菱重工業m神 戸製作所
山 口 県 一山 友明

増子 洋一
帷目立製作所電力電機グループ生戸事業所

茨 城 県 い 日立製作所 水戸事業所

官 城 県 高 橋 茂男 m宮富士工業
優 良 賞 香 川 県 黒田 善隆 mタ ダノ

山 梨 県 窪田 1真之介 llllコ ミヤマエ業 王穂工場

宮 崎 県 豊 田 膳 伸 憫 ブンリ

長 崎 県 松 下 文 孝 m九州ステールセンター

徳 島 県 近 藤 mア セビ製作所

愛 知 県 長 塚 聖 一 llll豊 田自動率哉機 高浜工場

佐 賀 県 坂井  修 小森鉄工llll
北 海 道 二本柳 敏雄 ソテツ室蘭エンジエアリング中

秋 田 県 畠山 重正 llll瀧神巧業

山 形 県 板橋  誠 けカムラヤマ

選手懇親会における歓迎 佐世保よさこい

見学会の報告

去る3月 12日 茨城県つくばにある独立行政法人産業

技術総合研究所・ものづくり先端技術研究センターと

宇宙航空研究開発機構 筑波宇宙センターの見学会を

実施しました。参加者は32名でしたが非常な好評を

得ることが出来ましたのでお知らせいたします。

特に、ものづくり先端技術研究センターは、アー

ク溶接やレーザー溶接をはじめ鍛造、金属プレス、

研磨その他多くの加工分野を対象に加工条件データ

や成功/失敗事例、改善事例などの加工事例データ
を収集し加工技術データベースとしてインターネッ

鸞 翁 斬

筑波宇宙セン

卜を通して一般公開しています。各社におかれまし

ては是非役立ててみては如何でしようか。

加工技術データベース利用登録をすればどなたで

も無料で利用することが出来ます。

当協会支部に利用登録申込書がありますので興味

のある方はご連絡下さい。お送りします。

また、直接申し込みされる場合は産業技術総合研

究所ものづくり先端技術研究センターヘ問い合わせ

下さい。

電話0298-61-7090です。

輪

ターにて参加者みなさんの記念写真
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(厚板下向・立向、SA-3F・ 3V)

」IS半自動溶接技術検定の厚板下向・立向 (SA-3F・ 3V)をフラックス入リワイヤ (YFW― C50DR)で

受験しようと考えております。溶接のポイントを教えてください。         (高 知県 A製缶)

」IS半 自動溶接技術検定において、
使用するワイヤは、ソリッドワイヤ

だけでなく、」IS規格品であれば軟
鋼および490N/mm2級高張力用のフ
ラックス入リワイヤも使用できます。

フラックス入リワイヤは、アークの

安定性に優れ、スパッタの発生も少

なく、またスラグがはく離しやす く、

ビード外観も良好なので」IS技術検
定試験には最適です。特に立向では、

ソリッドワイヤより高い電流が使用

でき、パスの数が減 り、欠陥の発生

の危険も減少します。

それでは、当社の代表的なフラッ

クス入 リワイヤであるDWZ 100を
使用して JIS技術検定試験厚板を行
う場合の溶接要領について説明します。

1.試験板の準備
試験板の開先及びその周囲の汚れ、

錆さらには黒皮はブロホールなどの

気孔欠陥の原因になることがあります。

このため、試験板の表裏の開先端部

から10-15mmの幅と裏当て金の表面
の黒皮をペーパーヤスリ、ヤスリあ

るいはベビーサンダーなどで研削し

ます。また、ルー ト面は溶込み不良

を防ぐ点からO mmに します。

2.仮付け溶接
仮付け溶接は良好な溶接部を得る

ための重要なポイントの 1つです。

仮付け溶接を確実に丁寧に行わない

と目違いが大きくなリルー トギャッ

プが不適切になって、溶込み不良や

融合不良の原因になります。目違い

がなく適正なルー トギャップ (4-
5 mm)に保ち、母材と裏当て金がは

ずれないように充分な大きさのビー

ドで仮付け溶接を行ってください。

仮付け溶接の条件は180200A× 24-
28Vが適正です。
3.本溶接
3,1 厚板下向 SA-3F
l層から3層 までは 1層 1パス、
4層から6層 までは 1層 2パスで合

計 6層 9パスとなります。なお全パ

スともトーチ角度は後退法で行って

ください。

lパスはルー トギャップと同じ幅
でウィビングしルー ト部を確実に溶

かし溶接を行います。

2-3パ スは前のビー ト幅でウイ
ビングを行います。つぎの 4層 目か
ら2パスに振り分けて溶接を行います。
4パ スは前のパスの1/2程度までの

幅でセミウイビング溶接を行い、 5

パスは開先底部の端を充分溶かし、

4パ スの1/2程度までビー ドを重ね、
セミウイビングで溶接を行います。

6-7パ スも4-5パ スと同本兼に1容
接を行い、鋼板表面から 1-2 mm低
いところまで盛 り上げます3

最終層の 8パスは開先端部の角を

確実に溶かしアンダーカットのない

よう前のパスの 1′ 2程 度までの幅で

ウィビング溶接 し、 9パ スは反対側
の開先端部の角を確実に溶かしアン

ダーカットのないよう8パ スの1/2

程度までビー ドを重ねますЭここで

会合部がへこまないように注意します。

3.2厚 板立向 SA-3V
l-2層 目は 1層 1パス、 3層 目は
1層 2パスの 3層 4パスで立向上進
溶接をします。

1パスはルー トギャップと同じ幅
でウィビングを行い両端で05秒程

度停止 しルー ト部を確実に溶かすと

ともに凸ビー ドにならないように溶

接します。

2パスは前のビード幅でウイビン

グを行い、 1パスと同じように両端
で05秒程度停止 し凸ビー ドになら
ないように溶接 します。鋼板表面か

ら3-5 mm低 いところまで盛 り上げ
ます。最終 3層 目の 3パ スは開先底
部の端を充分溶かし、下層のビー ド

幅の2/3程 度のビー ド幅になるよう、

またビー ドが凸にならないよう注意

して溶接 します。

4パスは、 3パスと同様に開先底
部の溶け込みに注意するとともにビ

ー ドが凸にならないよう 3ノマスロと

のラップ代を下層ビー ドの1/3程度

になるようにします。

溶接条件、積層法、開先形状など

を表 1、 図 1に示します。

以上、 JISフ ラックス入リワイヤ
によるJIS溶接技術検定の溶接要領
について説明しました。参考にして

チャレンジしてみてください。

(帥神戸製鋼所 溶接カンパニー

営業部 技術サービス室)

及 川 政 博

″プラ男勇手弄男チ号勇「;男;;|'り
進ひずみ)

仮付け位置 {表 114カ 所)

仮付け溶接条件 l“ A× 26V

図1仮付けと逆ひずみの要領

押『

表 l SA-3F、 3∨ 溶接条件と積層法

饉
開先形状

A:開先角度
F:ルート面
C:ルート間隔
K:逆ひずみ

溶接条件
溶接電流(A)× 電圧(V)

積 層 法

SA-3F
(F向 )

Ａ

Ｆ

Ｃ

Ｋ

1～ 5パス
280A× 32V
6～ 9パス
250A× 30V

SA-3V
(立向)

Ａ

Ｆ

Ｃ

Ｋ

1～ 2パス
200A^-210A× 32V
3～ 4パス
180A- 200A× 30Vヽ-26V榊

購入希望は嚇舗よく社)|■本溶

…

■県支部ヽ螂 下Ⅲ
=

(ス テンレス鋼溶接 トラブル事例集) 定価 5565円
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●00000
1 石油学会 (JPI)規則改正に伴ない次のように変更されます。
l F種及びFC種の 2級が廃止になりました。
2 E種 及びF種の追試験が廃止になりました。
従つて、従来 3年毎のE種 1級の更新試験が不合格になった場合、追試験で上向き (0)を
2枚受験 して合格すればよかったのですが、今後は更新試験に不合格の場合次の試験は新規

受験になります。

3 受験資格が下記のように簡素化されました。

※受験申請日現在、有効期間が3ケ 月以上あるもの。

2.角変形について
平成16年 4月 1日 以降に行われる評価試験から5度を超える角変形は不合格になりますので受験

者はご注意下さい。

更新試験 (再評価試験)について

①更新試験の受験期間が次のようになっています。更新試

験の受験期間は技術資格の有効期限が切れる8か月前か

ら2か月前までに試験を受けなければなりません。

②更新試験に合格した場合は資格の登録日が現在資格の有

効期限に合わせて登録されるようになっています。

③上記期間外に受験する場合は有効期限内であっても、新

規試験 (学科試験免除)で基本級も受験しなければなりま

せんのでご注意ください。

④更新試験と同時に新規種目も受験出来ますが、この場合

は新規試験 (学科試験免除)扱いとなり左認②の扱いは受

けられません。

②の扱いを受けようとする場合は新規試験及び更新試験

それぞれ試験申込書を別にしてください。

⑤試験結果の発表は、毎月の15日以前の試験は翌月末の発

表です。

16日以降の試験は翌 月々末の発表です。

受験資格

溶 接 方 法 技量 資格 の種 類
受 験 資 格
下記のいずれかひとつの技術資料を現有すること

被覆アーク試験

テ イ グ 溶 接

組み合わせ手溶接

せ

接

わ

溶

合

動

み

自

組

半

E種 1級 2級
F種 1級

FT種-1級

FC種-1級

FS種 1級 2級 3級

HS種 1級 2級 3級

」IS Z 3801に よる
A-2F、  N-2F、 A-3F、 N-3F、 C-2F、 C-3F

①JIS Z 38011こ よる T-lF、 C-2F、

②JIS Z 38211こ よる TN―F、 CN―PM

①JIS Z 3801に よる A2F、 N2F、
②」IS Z 3821に よる 剛 F、 CN―PM

C-3F

A-3F、 N-3F、 C-2F、 C-3F、 T-lF

①JIS Z 3841に よる 駄 2F、 SN― T、 駄 3F、 SN 3F、 SC 2F、 SC 3F
②JIS Z 38011こ よる T-lF
③」IS Z 3821に よる TN F、 CN PM

①JIS Z 3821に よる 血 F、 IIN F、 TN F
②」IS Z 3841に よる SA-2F、 SN-2F、 SA-3F、 SN-3F

溶接適格性証明書には登録年月日 (発行年月日)と 有効期限が記載されています。サーベイランスとは書類

のみの手続で試験はありません。有効期限の3ヶ 月前から期限の日までに手続をして下さい。必ず有効期限の

3ヶ 月前に通知を出しています。最初の (1回 目)のサーベイランスをしないと2回 目のサーベイランスの通

知は行きません。サーベイランスは2回です。サーベイランスを2回 されますと次ぎは更新試験 (再評価試験)

になります。実技試験を受けなおして合格されますと新しく証明書が発行されます。但し1回 目のサーベイラ

ンス又は2回 目のサーベイランスをされませんと更新試験の案内も行きませんのでご注意ください。

受験の手引き (学科日験間■集)販売中

」ISZ3801

」ISZ3821

」ISZ3841
JISZ3891

」ISZ3805

」ISZ3831

手溶接受験の手引き      2100円
ステンレス鋼溶接受験の手引き 2300円
半自動溶接受験の手引き    2300円
銀ろう付け受験の手引き    2100円
チタン溶接受験の手引き    2100円
プラスチック溶接受験の手引き 2100円

購読希望の場合は

(社 )日本溶接協会神奈川県支部ヘ

ご連絡下さい。

8044-233-8867

● 原稿を募集しています 自社の紹介や、技術関連、簡単な旅の話、写真、面白いエピソードなど。


